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タ イ ト ル  

被写体の劣化度や変化具合を判定する画像診断技術 

技 術 分 野  利 用 分 野 ・ 適 用 製 品  情 報 メ モ  
■電  機・電  子   □機 械・加 工  

□情  報・通  信   □化 学・薬 品  

□有  機  材  料   □無 機 材 料  

■金  属  材  料   □輸 送  

■食 品・バイオ    □生 活・文 化  

■土  木・建  築   □繊 維・紙  

■農林・畜水産   □医 療・介 護  

□そ の 他（      ） 

【利用分野】 

・農作物の収穫時期の判定 

・各種部材(金属・樹脂・コンクリート・木

製等)の劣化状況の判定 

・河川の濁度判定 など 

【適用製品】 

・農産物の収穫時期の判断 

・設備劣化診断・河川の濁度判定 他 

詳 細 資 料：■有 □無 

サ ン プ ル：□有 ■無 

見 学：□可 ■不可 

そ の 他： 

 

従 来 技 術 の 課 題 ・ 問 題 点  

 従来、被写体表面を撮影した画像数千枚のＲＧＢ表色系データをＵＣＳ表色系における色度座標に変

換し、対象画像がどのような環境および状況で撮影された画像であるのかを色度の分布状況から分類し、 

その分類結果に基づき、どのパターンの評価方法を採用すれば良いかの分類を行った上で、被写体表面

の劣化度の判定を行っていた。 

 しかし、劣化度基準の設定及び対象画像の画像処理が複雑で、システムの構築に時間と費用がかか

り、結果 判定の処理までに時間を要すという問題等があった。 

本 発 明 の 効 果 ・ 特 長  

・従来は数千枚もの写真データが必要であったが、本技術では基準となる 10 枚の写真で判定でき低コスト 

・判定処理時間が短く、劣化レベルや変化レベルを的確かつ分かりやすく判断 

・状態診断の個人差を無くすことが可能 

技 術 概 要 （ 構 造 ・ 動 作 等 ）  

 判定用レベル別画像（基準となる写真 10 枚）のＲＧＢ値に対応する平均値μと標準偏差σ2 につい

て、それぞれ式(1)、式(2)を用いてレベル別に計算し、基準データを製作 

そして、判定したい現場写真上の指定位置でのデータと上記基準データを比較し、該当レベルを判断 

図 ・ 特 記 事 項 ・ そ の 他  
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予め、判定データ（10 枚）を登録 

 

 


